
報 告 書 （第４回）

みんなできれいにせんまいけ「ごみの見える化大作戦」

実施日 2021年4月11日 時間 9：30～12：00

場 所 小矢部市（石動駅前 県道16号線）

参加者 18名

回収高 750L（30L×25袋）

後 援 小矢部市・富山県

協 力 日本たばこ産業・富山応援隊

主 催 富山県地域活性化団体まるごとTOYAMA



活動チラシ



石動駅前で空き缶くんがポイ捨て撲滅を訴える

メルギューくんとメルモモちゃんも一緒にPR

市民の方々との記念撮影は大盛り上がりでした。



注意事項など十分確認した後、安全監視員と一緒にスタートです。
参加者全員、安全第一で取り組みました。



大量のごみにごみ袋はすぐに一杯。
何回もごみ袋を交換しました。



まちなかなのでタバコの吸い殻、マスクなども目についた

ペットボトルや空き缶などの飲料容器のごみが目立った



ペットボトルや空き缶などを並べてみると



ごみと一緒に、みんなで記念撮影



ごみは分別し、まとめて市役所の所定の場所に
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※ごみのカウントは、吸い殻も
大型ごみも一つ１点としています。
※発砲スチロールはすべて回収カ
ウントは出来ていません。



（安楽寺交差点）峠のバイパスから街中心部に抜ける山道で民家が少なく交通量も少ない場
所では、全国で見られる県境の特徴（民家が少なくポイ捨てがしやすい状況）が大きく出て
いた。
歩行者、自転車などの通行は極めて少なく生活ごみが発生する原因（商店・コンビニ・自動
販売機などがない）もないことから、殆どのごみは自動車からのポイ捨てごみと推測できる。
ペットボトルや空き缶などの飲料容器のごみが目立った。
自動車利用者のマナーの啓発やポイ捨てされにくい環境づくりが重要。

街なかではたばこやマスク、ビニール袋などのプラスチック系生活ごみが多く、水路を通じ
て海に流出すれば海洋汚染の原因になるモノであった。

車からのポイ捨て対策が必要


